
2　発明技術の導入と活用

Il）時代の背景

17世紀の中頃からロシア帝国は黒竜江流域に勢力なのは

し，1686年のネルチソスク条約で清国との国境を定めてか

ら東進してカムチ十ツカ半島を領有し，南下して樺丸千

島，北海道をうかがっていた0

1853年7月にロシア佳節プチ十一チソは軍艦4隻をひき

いて長崎に来航し，日本に修好貿易と国境画定を求めてき

ナこ。

1860年の北京条約で拍海地方がロシア領になり，ビョ‾

いレ大帝湾にのぞむ天然の良港を得たロシアは・この不凍

掛こウラジ・ウォストーク（支配せ上，東を）という野心的

な命名をした。1872年にはここに軍港が移され・1889年に

設備が完了して，ウラジオストック港はロシア太平洋艦隊

の根拠地となり，今日に至っている○

。シ了の野心的な南下放熱こより，徳川幕府時代にも日

琵間に国境問題は起っていたが，弱体化した幕府には抜本

的な解決を計る能力はなく，明治の新政脚ここの間島は引

きつがれた。

1875年の千島樺太交換条約によってこの北方境界問敵は

日本が棒大島の一部の韻有権をロシアに譲り・宗谷海峡を

国境と定め，ロシアはその代侭として第1島の占守くシュ

ムシ1）から第18島の得撫（ウルッブ）に至る千島諸島を日

本lこ譲り，カムチャッカ半島のロバトカ岬と占守島との中

間を国境とするということで合意こ適した。

第19島の択捉（エトロフ）と第20島の国後（クナシリ）に

関しては，1854年の日霹下田条約で日本固有の領土とし

て．ロシアも認めていたのである。

ロシア帝国が日本の独立をおびやかす最も危険な仮想敵

国であるという考えは，上記のような歴史的事実により・

明治の新政桝旨準薯層がもっていた危険意識であった。

征韓論で敗れ，野に下った西郷隆盛は，「ロシアと一戦

を交えなければならないなら，こちらから先手をとって朝

鮮を征服し，ロシアに対時し上う」という攻撃即防禦のた

めに征韓論を唱えていたのである0

1894年7月25日の0750　豊島沖の海戦で・日清戦争の火

ぶたは切られた。8月17日の黄海の海戦で制海権は日本の

ものとなり．1895年2月5日から9日にかけての威海衛の

戦闘で勝敗は映した。

日清戦争は韓国の支配権をめぐる日本と清国間の衝突で

はあったが，同時に西洋の東漸によって目覚まきれた東洋

の2国家が，西洋の文化や文明の取り入れ競争の結軋当

時の西洋中心の国際社会に対等の立場で認めてもらうため

の戦いでもあった。

1895年4月17日に日清間の講和条約が調印され，日本国

内は戦勝気分に酔いしれていた0

6日後の4月23日，講和条約批准のため全権弁理大臣

伊東己代治の靖国派遣が新聞に発表された直後，駐日Pシ

ァ公使ヒトロヴォはドイツとフランスの駐日公使をさそっ

て外務省を訪れ，次の勧告覚筈きを突きつけた。

「富国皇帝陛下の政府は，日本より清国に向て求めたる

持和条件を査閲するに，その要求にかかる遼東半島を日本

にて所有することは，ただに清国の都を危うくするのみな

らず，これと同掛・こ，朝鮮国の独立を有名無実となすもの

にして，右は将来永く榛東永久の平和に対し障害を与うる

ものと認む。したがって，霞国政府は日本国皇帝睦下の政

府に向て，重てその誠実なる友誼を蓑せんがため，ここに

日本国改称こ勧告するに，遼東半島を確然韻有するを放棄

すべきことを以てす。」

三国公使の勧告は単なる勧告ではなかった。　　　′

5月7日軌伊東全権が批准審交換のため芝貫くチーフ）

に到着したとき，ドイツとプラソスの軍艦を合同したPシ

ァ東洋艦隊が芝宋沖に集結し，三国連合艦隊の司令長官に

はロシアのチルト7提督が任命され，兵力の示威による無

言の洞喝が勧告の背後にあったのである。

きて，ロシアは1894年11月初旬から軍艦の撞東水域への

回航を始軌1895年3月束には大艦隊が編成きれて・単独

でわが連合艦隊を破りうる勢力になっていた。また・陸上

でも日本の勝利が確定的になった1895年初めから・軍隊の

極東への輸送を開始した○

。シ7公使が勧告をつきつけた時点では，すでに50・000

の大軍がウラジオに集結し，艦隊と輸送船団は24時間即時

待機の状態にあった。しかも駐霹日本公使からほ，ロシア

は運送船をオデッサに集結し，軍隊輸送の準筒中という情

報も入ってきた。勝負はすでに決したかに見えた。日本は

遼東半島を清国に還付することになった。

これがいわゆる三国干渉と呼ばれるもので・戦勝を朋に

国際舞台に登れることを夢見ていた日本に・国際政治の現

実を見せつけ，臥薪嘗胆（復仇の志を抱いて長い間苦心・苦労

を盤ねること。から転じて，将来の成功を期して長い間辛苦艶難

すること。…三国干掛こ対する日本の国民感情）の苦行の道へ

と克ちぴぃていったのであった。
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7．船と船との間の信号（荒天で旗信お上び発光借号の使えな

いとき）

ィ．船と灯台，望楼（注2）との間の信号（互いに目視できな

いとき）

ゥ．艦隊が敵前において夜間発光信号を使った場合，その

光力の伝達よりその位匿を散に知られるようなとき。

ェ．砲台間の信号

オ．望楼間の信号

ヵ．海峡聞く下関海峡のような）において互いに信号すると

き。

この詳細な報告書は，無線電信の価値について半信半疑

であった海軍当局に大きな刺激を与えた。

当時，軍監敷島（晩腔：15●088トン）が英国で建造中で，

その予算が少し余ったので，この剰余金額でマルコニ式無

線電信概を購入して，敷島の乗員に技術を習得させ・日本

に帰国させるという方針が決定し，命令が出された0

駐英公任は加藤高明（海軍大将）で・マルコニ社と折衝
チし，見積書を取寄せて本国lこ送付した。その見積書による

と非常に高価で，使用料以外に百万円以上もかかるように

書かれていたので，この防人計画は実現しなかった。

●…海軍中央，動き出す

1899年，海軍大学校撰科を出た海軍少佐外汲内蔵書は・

軍令部勤務に発令され，沿岸防禦に関することを担当する

ことになった。彼は海軍望掛ここの無線電信を利用すれば

非常に便利になるということに着目し，その調査研究につ

いて意見を申し述べたが，とても日本ではそのようなもの

は調査できないという意見もあって，採用されなかった。

そのころ，日本における電気事業の大家と称せられてい

た加藤木星教が米国から帰朝したので，軍令部に来てもら

って欧米の無線電信の事情を聞くことになった。

彼は，無線電信はまだ試験段階であり，枚枕を商品とし

て取り寄せることはとてもできないであろう。1895年にマ

ルコこが発明したというのは，イタリアで室内の試験をし

て短い距離の通信に成功したのを大宣伝をして・その戟枕

を持って英国へ渡り，研究を続けているという新開記事に

過ぎないと講演した。

このように，英国からほ実用の掛こ連しているとの報告

があり，大家の語ではまだということであったが・海軍に

ぉいて調査研究をすることに決まり，1899年10月，軍務局

長は外波少佐に無線電停についての調査を命じた。

当時，我が国においても逓信省（郵政省の前身）その他に

ぉいて無線電信の実験を開始していたので・外波少佐はま

ず逓信省に赴き，小松謙次郎次官に両会して海軍の意向を

述べるとともに，決められた予算もなしに方々の官庁で同

様なことを研究しても効果が十分に挙らないから，共同研

究を始めたいと申し込んだ。次官ほそれに賛成し・電気試

験所長に会って相談するように手配してくれた。

浅野応輔所長は電気の大家で，試験所を持って研究して

いるので，このような調査をするのには一番便宜な立場に

ぁり，調査の指導者としても最適であるとして・外波少佐

は所長と面会した。ところが，所長は試験所でも多少研究

はしているが，無線電信が有線電信の競争柏手になるとは

思われないし，しかも電線を使わないで通信をするという

のだから．海軍とか商船など移動的な母体に適しているの

で．海軍で主として調査されたほうがよいだろうと述べ，

自分はその研究を直接指導はできないが・試験所で調査研

究をしている松代松之助技官を海軍に割愛してもよいとい

うことになった。

そのころ，海軍少佐木村浩舌の弟で・仙台の第2高等

学校（現在の東北大学）教授である木村酸書が電波に関して

多大の興味を持ち，私費を投じて熱心に牧内で研究してい

ることを知ったので，外渡少佐は学牧と交渉したが・大切

な人だから出すわけにはいかないという回答であった。

そこで海軍と文部両省間の交渉の末に，ようやく木村教

授は海軍に転ずることに決った。

これで．外渡．木村，松代のコソビによる無線電信の調

査研究体制が整うことになった。

●‥・米国駐在員からの意見

1899年6月21日に，米国註在員　海軍大尉　秋山真之

く後の海軍中将‥・日本海軍の戦略・戦術の祖）は本省軍罫課長

宛に，マルコ二が英国で着々と改良試験を進めている無線

電信は，将来必ず大いに活用されるものなので・今のうち

に酒国および韓国における無線電信施設設置権を我が国が

獲得しておくべきである・との意見書を送った。

この意見は直ちに採用され，閣掛こ持ち出され・閣議で

も賛同を得て，外交交渉に移されることになった0

時の駐清公使　男爵西徳二郎は・交渉するとしても余り

に内容が漠然としているので，我が国としては無線電信の

施設敷設権よりも，むしろ福建および江西両省を通じ，漢

ロに到る鉄道の敷設性を獲得する方が先決問題ではないか

との意見を送ってきたが，無線電信の方は帝国の方針とし

て決定したので推進するように・と訓令された。

交渉の結果，清国側もこれに応ずる準備が全くなく・そ

のため具肘ヒすることができずに，いずれ必要な場合は清

国総務司で計画し，日本の技術者の招碑を考慮しようとい

ぅ話になったが．1900年の北清事変のためうやむやになっ

てしまった。一方韓副こ対しては，監韓公使　林権助が交

渉に当ったが，韓国は無線馬偏施設を自国の手で設匿する

と返事し．我が国の提議を拒絶した。

このように，1899年の清韓両国に対する無線電信施設設

定権獲得の問題はいずれも不調に終った。しかし・無線電

信の草創抑こ将来を洞察した海軍士官がいたことも・日露

戦争の勝利につながったといえよう。

●・・・無線電信調査委員会の設置

1900年2月9日付けで無線電信調査委員会が海軍内に設

圧され，外波海軍中佐を委員長に・海軍大尉　田中桝太

郎．海軍造兵中尉　種子島時彦，木村海軍大学校教授，松
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マルコ二・ロッジ方式　送・受信捜

207トン），初顧（戟諾：15．207トン），三笠（戦監：15，362トン），

若手（重巡＝9，906トン），出雲（垂巡：9，906トン）の6鑑分と

して予算6，014円が計上された。その規格は，インダクシ

ョ：／・コイルは50⊂町以上のギャップを右することと，モー

ター水鎧開閉器を使用することの2点であった。

性能および条件としては，

7．両電信所問の距離は中間が海面の場合は約70浬以内と

する。

ィ．電信所の位置は．海面上なるべく高く孤立した山頂で

中間にさえぎるもののたい地点を選ぶこと。

ウ．あらかじめ凧または風船により通信試誤を行い，確認

しておくこと。とされたぅ

完成後の試詮の結果は，監船問40浬（74．08k皿），陸上と監

船問70浬（136．64k。）で，従来より距離も大幅に延びた。

その頃は，一日も早く必要な場所に無線電信を設置する

必要があったので，1901年9月初旬に調査委員会は調査終

了報告を提出した。次で，1901年10月18目付の「無線電信

を兵器に採用す」との内令第126号が発布され，同時に部

外秘密が訓令された。

これが34式無線電信橿（1901年は明治34年に当る）と称す

る，我が国で最初の軍用無線機の誕生であった。

この兵器を使用して，1901年11月から平戸島白岳と対島

の豆転塙で実用実験が開始された。

当時日本の工業界は幼稚な段階で，コイル用の針金と

か，てクネット用の銅とか，真空管用の硝子管など必要な

ものが国内では得られず，多くは外国から取得するという

ありさまであった。火花式インダクシュン・コイルも国内

で製作することは容易でなかったので，英国やドイツから

輸入したが，船便のため4，5カ月くらいかかってやっと

入手できる状態で，運送中に破損するなどの事故もたびた

びおこった。

このような情況であったが，時局が緊迫し，いわゆる臥

薪嘗胆の世の中であったので，無線電信の国産と改良とは

緊急事項とされ，外波中佐と木村委員は無線用材料購入な

らびに無線電信事情視察の長めに，欧米諸国へ狩生きれる

ことになった。両名の欧米視察出張中に，海上での通信拒

鹿が80漫（118．16bn）に連したので，無線電信調査委員会

は1902年に解散されることになり，松代委員は派遣元の通

信省に現賭した。

●欧米の無線電信事情

34式無線電信農を改良するために，外法中佐と木村教授

は欧米詣国に出張した，木村教技は過去に留米して2つの

大草を卒業していたので．その国情には通じていた。2人

は米国，英国，ドイツと無線電信についての調査をすると

ともに，無線用材料や測定餃器を購入しては，次々と日本

に送り込んだ。当時の海外における無線電信事情は．次の

ようなものであった。

7．米国：1902年頃の米国は．新しい物をなんでも自由に

見せてくれる時代だった。もし日本人がマネをしても，

それができ上がる頃には米国は一歩進んでいるので，何

でも望み通り見せるという姿勢であったが，街路も星内

の照明もガス灯で，電灯にはまだなっていなかった。

テスラの真読所ては，電罠車のような大きな胴に巻い

た錨綱のような大きい輪緑から生ずる火花放電を見学し／

た。この実験は同調の効果を示すもので，無線電信の研

究というよりはむしろ無線電力輸送とか無線電灯照明を

実現しようというものであり，参考にはならなかったっ

ラソグレーは無線電信については触れずに，試験飛行

のことや製作したばかりの潜航艇の試乗をすすめた。

このようなわけで，米国てはあまり参考になるような

事項はなかった。

米国から英国へはエトリニーリアという大型客船に乗

ったが，大西洋の真申でスクリューと舵が故障した。こ

の船は無線電信接を載んでいなかったので，SOSを打

つこともできず，約1カ月の漂流の後アフリカの東北端

に近いフェ∵－ヤル島に漂着して，海底電信によって迎え

の船を呼ぶ有様であった。

ィ．英国：英国に到着した時にはマルコニ会社はすでに設

立されていた。マルコこの無線電信に関する特許出額を

日本が拒否したことや，マルコニ式無線電信機を買取ら

なかったことなどから日本に対して好意を持っていない

と考えたので，会社には立寄らずにランゾ・エソドに直

行した。ランプ・ニソトーは英国の南端の岬で，この辺は

ポルヂューといって荒涼隆まる僻地で，断崖の上に1軒

のホテルがあるだけであったが，このホテルの前でてル

コニ会社は無線電信柱を建設中で，周軌ま坂田で取囲ま

れていた。ホテルに1泊して，翌朝その坂田の間から内

部を弔いているところを守南に見とがめられて追払われ

た。
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することができた。当時，英海軍は120浬（222．24k。）の通信

距離を持たと称しており，熱いこ詞査して70ページにおよ

ぷ調査報告書を連出した。

この報告書には，英国のものはコヒーラーに少量の水銀

が入れてあること。長い把手のついたキーを使用している

こと。ジーメソス製の優秀なリレーを使用していること。

それにモuクー付のイソクーラブクー（断続器）を使用し

ていることなどが述べられていた。

1903年4月，山本大尉は窟政本部出仕兼横須賀兵器廠鼻

に発令されて，無線電信の改良研究に従事することになり，

美恵で見学して援秀さを詑めた電象　継電器，イソクーラ

ブタ一，コヒーラーなどについて研究した。

マルコ二の＝ヒーラーはポールの間の粉末に水銀を入れ

ているということで，これを試してふたが満足な結果は得

られなかった。この粉末を頸故環で見たところ，各粉末片

の周囲はデコポコのトゲがあり，これが原因ではないかと

考えてその粉末を稟研に入れて詔って細かい拉とし，これ

に水銀をませることによりくっつかなくなり，感度が良好

．・になった。

継電器は1903年の碁に，某国詰軍で使用しているものが

入手でき，これを使用したところ，通信距離は今まで80埋

（148．16h）くらいであったものが一挙に200浬（370．4kⅢ）に延

びたので，採用することになった。

日毘政争中無線電信が終始有効であった陰には，これら

の改良の努力があったのである。

●…アースとアンテナ

1903年頃各地で実施された無線電信の通信試験で常に問

題となったのはアースである。1903年夏の終わりに，吾妻

山と焼津および大洗との間に通信試験が行われた。大洗に

は山本大尉が行き，垂直空中線を藍留気球を使って上げた。

気球には水素力一スを入れ，これに垂直線を付けて上げたが

夜間格納するのには苦労したという。地寂課は100mくら

いを使ったが受信できなかったので，1mの短緑にして受

信器につなぎ，波打ち際へ持っていって地元にしたところ

瞬間受信できて，鮮明な電信符号が出てきた。このことか

ら地銃線の取り方に問題があることがiっかり，横須賀・大

洗間詩80哩の通信が確実にできるようになった。

焼津も7㌧一スでは苦労した。受信所を虚空蔵山の頂上に

設置したが，アースは単に地箱の吾味ではなくキャ′ミシテ

ィーを大にすることが大切だとの説があり，試みに石油曜

200個をつないでこれを埋設したが，無効であった。

結局，敷設水雷用7心電設の直径1イソチ半くらいの太

いものの心線と外披とを一緒にして，山頂から海まで約1

町半（163．65m）の問を布設し，その先を束ねて志水の中に

浸したものが最も良い結果を示した。

担当者は1等兵曹　鈴木悪心で，その後勤王大王崎の棄

緩電信所の装備に当った際．小山の頂に150尺（45．45m）

の木柱を建てて，この木柱の頂点から約200m離れた隣り

の小山の上に小さな柱を建て，その間を斜めに空中線を笈
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ったものが好成講であることを発見して，マルコ二が称し

ているような垂直空中線でなくてもよいことを．芙誤を通

じて知ることができた。

このように，アースの設置やアソテナの展墓にも当時は

苦心を払っていたのであった。

（3）日本海溝戦と無線電信

1903年も碁に近づくに従い，日詰問の風雲は急を告げる

ようになった。

海軍は保有患僅その他に無線電信機の改装または新設を

するため，昼夜兼行で作業を進めたれ1903年の碁から

1904年の功鋸こかけて造兵部だけの手では間に合わなくな

り，必要な部分品の一部を東京と大阪の電気工場に注文し

て製作させた。

1904年1月8日にロシア皇帝はアレクセーフ監督に動員

準備命令を下達した。2月3日には旋順活在泊のロシア巡

洋艦隊が出港したとの掛こ，日本は元老会議を開き，4日

午前に内閣会議を，午後には御前会議を開いて，ロシアと

の交渉を打ち切り．自席のため必要な措置をとることに決

した。そして5日午後には動員令が下命されたのである。

1904年2月，連合患匠は佐世院を出港することになり，

艦隊の中で無線電信横未設のものと京改装のものに大至急

工事を施すことになった。その作業は横須賀から佐世寓ま

で出張して行われた。

これで連合度隊の生乳　駆逐怒，仮装巡洋蓮に至るまで

36式無線機を議装し，2月6日の佐世県からの出撃に間に

合わせることができた。

●…無線電信要員の補完

1901年に義戊を終わった20名の下士官だけでは電信要員

が不足なので，1903年には田浦の水雷術講習所で無線電信

術の第1回練習生として60名の要員養成が行われた。

海軍大尉　黒海清一が教官として裁青に当り，その下に

1901年の講習を受けた20名の中から1等兵曹　鈴木諒山王

か3名の1等兵曹が選ばれて，1903年2月22日から同年9

月22日の問水雷前諌習所講習生教員を命せられた。

この課程終了によって80名の無線電信術を修めた要員の

糞成ができ，彼遠が各艦に配置されて日詰戟争で満足する

ことになったのである。

しかし，昼夜にわたる劇務のため偉康を害するものが読

出したので，1904年12月には40名の電信員が急速葦成され

J．．

この40名の増員によって，1905年5月の日本海轟酎こお

ける拝かしい無線電信の成果が得られたのである，

●…戦時中の造修作業

外汲大佐と山本大尉が臼毘軌争に出征したため，木村技

師（海軍大学校教授から海軍技師に身分が変った）が無線電信

轍製造の監督と同時に工場長としての仕事も引受けること

になった。
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東 敵の主力見ろや 
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敵の主力は戦闘産5隻，1等巡洋艦0・2

専巡洋艦3隻，果逐腔0，水雷腐0，そ

の他渡船8隻以上あり・・・22以上見ゆ南89

度東判明せず

我れ午前9時40分CI地点よりSU地点

（386南1／2東）速力14，和泉の電分かれ

り

敵は対洲水道を通過せんとするものの如

し，敵の兵力は戦闘艦5，1等巡洋艦0．

2等巡洋監3．取蓮舷0，水雷購0，そ

の他の艦船8隻以上あり．総数22侵以卜

見ゆ，族気あり判明せず

載れ午前9時Cl地点よりSU地点速力

14

1016・厳　島l三　笠j我れ305地点

1022＿

島

ミ批午前10時305地点針路北東徴北・敵
の主力を後方約5浬に保つ

敵艦l家変針せは直ちに報告せ上

笠∃敵は今指示地点にあり．280ENE

故の兵力は15隻．ポロヂノ型4輩：ヲス

ラビ7（戟藍：12．674トン），ツワイヴェ

リキー（戟藍：10，400トソ），ナワリソ

i（較監：10・却6トソ）・アドミラルナヒモ

巨（装甲巡洋艦：8．524トソ）左果列．

アドミラル七ソヤウイソ型3隻二インべ

毒ラトルアレキサソダー（ニコライ？）第

世（戟監：13，516トソ），オレ〆（巡洋

藍：6，645トン），オーロラ（巡洋監：6，7

31トソ）「RTO」の順序なり，セムチ1

－グ型前衛，後筑部隊仮装巡洋艦

敢監隊速力12節．針路ENE

敵の右異主力か　　　　　　t

左男主力と琵む

和泉に問合せ

鼓は我が戦隊の現位置よりSE（BN・

DN？）7浬にあり，我九307地点

．700トン）
〝

放れ針路東速力12乱　左翼先頚と思う，

笠置より敵は式が戟隊の南東7浬にあ

り，我れ307地点

畝の針路方向如何

競れ今CU地点（571の東）針路

混信……東北東展望5漫

ロロ…・日，敵の位置及び進行方向如何

敏監隊正午若宮の北12盟，針路北東散文

競れ363地点，針路兼敏南

敵艦隊307地点，針路北東展望5浬

敵の針路北北文

敵艦掟「VOH」（？）針路北東，307地点

敵在隊又東北東

耽れ364地点の北，敵を南南西1／2西約5

浬に見る

出雲で受信または傍受した三笠からの発着信について，

5月27日の残部と30日にかけての一部を紹介する。あわせ

て会戦回を示そう。

5月27El
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向け急行す 

カムチ十トカ（工作船：7，200トン）沈没 

2002 2043 2105 劍+r��c�ｷｩ��,ﾘﾍ�3x鱚3�Zｩ?ｸﾍ�3磯馭ｲ�

故東，明朝集合地点W地点（窮陵島の北） 

ヵムチサトカおよび12舵隊の水雷桑軽に 
（大河内 （望詳） （豪富 三笠 709トン） ��8.�7ﾈ8ﾘ6�6ﾘ���y+馮h+�.��

第6戦隊は午後8時30分328地点… 

2110 劍ﾍ�3倬紊#y&�5�ｸｴｩ���ﾉ|ﾓ�)���

2253 �+X8h6｣��蓼ｧﾒ�大河内 俚h,ﾉ,ｨ.���宰6I_�,�,I�Ygｸ�8ﾅ)}�I+x,��
（望楼） �6I_��(�8�"�

連合艦隊は本日沖の島付近において敵圧 

隊を遊撃し，大いにこれを破り，敵艦少 

なくも4隻を撃沈し，その他にも多大の 

現車を与えたり。我が艦隊は現青少し， 

弘遂隊，水雷綻隊は夕刻より襲撃を決行 

せり。　　　　　連合艦隊司令長官 
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がノミルチック艦隊の巽中に入りこんでいることをさとっ

た。直ちに転舵し全力退避をはかると同時に，緊急無電を

発した。「敵の艦隊203地点に見ゆ0時に午前4時45分・

っっいてパルチック艦隊の南側に接触を保ちつつ，刻々と

敵情を打電した。

パルチック鮭隊への接触は近くをパトロール中の第3艦

隊第6戦隊　巡洋艦和泉に引きつがれた。

和泉は，敵の巡洋艦から威嚇射撃を受けながら・午後1

時半まで軌跡こ食いさがり・刻々と散の陣形・針路，速力

を報じた（前項の信文参照）。

もちろん，ノミルチック艦隊にも無線電信機は装備されて

いた。掛こ仮装巡洋艦ウラル（8・278トソ）は強力な無線電

信按を掃えつけていて－通信妨害の任務ももっていた。

ゥラルの艦長は対馬海峡に入ってから，この妨害作戦を

ロゼェストウエソスキー長官に進言したれ長官およびそ

の幕僚はこの進言を受け入れなかった。
パルチック艦隊の各艦にはマルコニ式無線機が装晒され

ていたが，リノくり出港の直前になってマルコニ式無紋殺せ

テレ7ソケソの無線続くスラビ・アルコ式）に換装した。

この換装については，当時のロシア政界と軍部の汚職事

件が裳にあったといわれている。

木村技師はこの換装について，出征の途に上る艦隊に兵

器としての用意もないドイツ私設会社の無線電信横（スラ

ビ．7ルコ式のこと）をそのまま購入して軍用に供したた

め，航海半ばにして送信機も受信機も修理不能なまでに破

損してしまい，日本艦隊と対抗する頃には自己の通信に

も，散の通信を妨害することも不可能な状態になっていた

だろうと語っている。

●…　電子戦の始まり

電子戦の定義は，定義を行う軍・機関などによって多少

ニューアンスが異なっているが，山殻には米国の統合参謀

本部で定めた用語が各国の電子戦の定義の基調になってい

る。1974年版の米国統合参謀本部の用語の解説によると，

次のように定義されている。

電子戦（EW：Electronic Warfare）は，電磁スペク

トラムの敵による利用の判定，逆用，減殺あるいは妨害を

行うための電磁波エネルギーの使用および味方の電磁スペ

クトラムの利用を確保するための手段を含む軍事行動であ

り，次の3部門，すなわちESM，ECMおよびECCM

からなっている。

ESM（Elect，0．1icSupport Measures：電子支援対策）は，

脅威を速やかに察知する目的で，醐l電磁波を捜索し，傍

受し，標定して速やかにその性質を分析判定する部門であ

る。その意味からESMは，ECM，ECCM，回避，目

標描捉およびその他の兵力の戦術的運用などの迅速な行劫

に必要な情報源である。　　　　　　　　　　　I

ECM（E】ectr。nicC。。nlerMeasures）は，電子戦のうち

散り有効な電磁スペクトラムの控用を妨げ，または渾殺す

るためにとられる活動をさし，電子戦の一部門である。

ECCM（ElectronicCounter・CounterMeasures）は．敵

の電子戦の行旺にもかかわらず，味方の花屋スペクトラム

の効果的な使用を確保するためにとられる活動をさし，電

子戦の一部門をなす。

電子甑の目的は，軍事一般作戦のなかの重要な一部門と

して計画され，実施され，その作軟の指揮機構のなかに統

合されなければならない。故に，電子軌は，それが支援す

る軍事作戦の目的と常に合致すると……。

さて，歴史的には無技監（通信器材）がレーダーなど（電

子袈材）よりも早期から用いられていたので，電子猷は，

】＿895年にマルコ二が無線電信を発明した時点から開始され

ていたといえよう。

日本海海戦時の無線電信の運用は，軍用無線としては始

めての経甑だったので，恐らく世界で最初の電子戦例とし

て記掛こ残される重要なものになったであろうれ実際に

は今まで説明したように，一方的に通信が実施された。

日本海海戦における日本の勝因の重要な1つに，この電

子戦で日本が完全な勝利を得たことがあげられる。

当時，ロシア側の指揮官および幕僚が，日本側の数多く

の打電文の重要性を認識し，適時適切に保有する暗線擬を

使用して妨害電波を発信し，打電文を鯉効にするよう努力

したならは，日本海海戦だけにとど王らず，じ後の日本の

歴史をも書き換えていたかもしれない。

電子戦は技術の戦いであるとか，電波の戦いであるなど

といわれていて，往々にしてハードウエアの面が強調重視

され，器材の性能の追求はかりが注目されがちである。し

かし，いかに優れた技術を持ち，高性能の器材を装備した

としても，これらの運用法に適切さを欠いたならは，まさ

にネコに小判となり，兵器としての価値を発揮し得ないこ

とを，この草創期の猷例は物語っている。

●…第1回国際無線電信会議

日本海梅酢こおいて日本海軍が無線電信を活用して，戦

果を収めたことにより，無線電信の有用性が世界の注目を

集めることになった。

一九マルコこの光明を活用して，次窮に隆盛の速をた

どる英国の無給電信事業の発展を快よく思っていなかった

ドイツ皇帝ウイルへルム2世は，1903年に国際無線電信予

備会議をベルリンで開催した。

次いで，日露戦争後1年たった1906年（明治39年）に第

1回無線電信会読がベルリンにおいて開催された。

予備会議には日本は招請されなかったが，本会議には逓

信省電気試験所長　浅野応輔を首席として，海軍からは在

独大使館付武官海軍大佐　八代六郎．ドイツ駐在の海軍少

佐　吉武三郎それに海軍技師　木村駿吉が委員として会談

に列席した。会読の講層は，海上船舶と海岸局との問に山

恵無線電信を実施しようとする打合せであったが，会議は

すべてフランス語で進められ，しかも術語が多かったた

め，日本の委員には内容がよく分らなかった。それで，日

本は提案もせず，各国の提案の討論にも加わらないという
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そこで，従来は，横須賀海軍工廠造兵部と海軍水雷学校

（横須賀にあった）との協同作業で改良進歩が捉されていた

無線電信は，再びその発祥地の東京築地に復帰して，研究

が続行されることとなった0

電気部が創設されて，研究の第1組から木卜旧師が退き，

新時代の人達がこれに代るとともに，研究方針にも一大変

革がもたらされた。すなわち，木村時代には国産第一主義

であったものが，欧米技術の輸入主動こ変った。この改革

の急先鐘として活躍した主は人達は，上田良武・黒瀬清一

の両部貝で，手始めとしてドイツ・テレフソケン会社製造

の瞬滅火花式送信機が輸入された。

艦船用として25kVAの送酎陵を軍艦薩摩（戦艦：19．370

トン）に搭載し，1912年10月に実用実験を行った結果，九

州の南端にあった同艦の送信電波を駅須賀吾輩山で受信す

ることができた。

実用突放の成掛こより．仕上用も艦船用もこの瞬減火花

式を採用することになった。

一方電気部においても，1瞬減火花式送†古横を急速製造す

る方針を定め，林莱一技師がその任に当り，完成したもの

が2年式送†．一言捷（大正2年式：1913年）である。

また，米国ゼネラル・エレクトリック会社製造の7レキ

サンダーソソ型10万C／S高周波発冤税を1913年に購入し，

鮎罪造兵大尉　上野七夫が試験を担当した。この高周波充

電校は，実にGE製造の約2号概であった。

このように，諸外国の優秀な技術はこれを輸入するのに

いささかのためらいもしなかった。技術導入の時代がしば

らく続いて，海軍無線の相貌は一新することになるのであ

る。

●…大規模無線電信所の設置計画

日獅戦争後日本の国土は拡張され，これに伴って海軍兵

力も増強された○海叩艦艇の行動範組も拡大されたので，

通l吉力を増大させるようにとの要望が起ってきた0

明治の米に山本英輔はドイツに，黒瀬清一は英断こ・上

田良武は米国にそれぞれ駐在員として派遣された。いずれ

も海軍部内におけるそうそうたる無線電信のエキスパ‾ト

だったので，当時の欧米における無線電信の進歩発達の状

況は逐一彼連によって報告された○

当時，欧米各国は大電力無線電信局を建設しようという

情勢で，英国のカーナーグォン局（CaemaVOn：53010′N・

05・20・W），米国の7－リ．ソトソ掃くArling10n：48015’N・

122。10′W），セルヴィル局，クツカートソ局，ニュー・ブラ

ンスビック局（NewBrunswick：40030′N，74025‘W），ドイ

ッのナウェソ局（Nauen‥52D40′N，12050′E），イタリフのコ

ルクノ属などと統べと建設され，了りのエッフェル塔を利

用した大電力の陸耶無線局が出現するなどの情況がり逐一

中央に湖琶された。

掛串では，これら各国の檎況から急速に大規模無線電信

所の建設を具体化することになり，明治45年（1912年）度

から大jE5年（1916年）度までの継続事業として146，000円

の予算が成立した。

そこで，1912年3月に耶令部がた政本部と商議く注‥商

は意見をはかる意味で，相談すること）した結果，同年5月1

日イ」で海軍監政本部第1部長飛海軍教育本部那1部長同第

2部長　海軍少将　村上格一を委員長に，無紋電信調査雇

員会があらためて設直された。

同委員長に訓令された調査射項は，次の通りであった0

川　将来建設の予定なる大規模無線電信所の計画に関する

こと。

ほl　輩電信兵の養成その他に関すること0

13）じ後特に訓令する事項の調査に関すること。

委員会は上記第1項の調査を直ちに開始したが，1912年

12月1日に村上委員長は海軍中称こ進級し，呉海軍工廠長

に転捕されたので，後任の海軍少将　小栗孝三郎が委員長

に任命きれて調査を続行し，1913年1月18日にこれに関す

る答申が提出された。

それに∴とると，東京および台湾地方に大規模無線電信所

を設匠することが必要だとして，まず東京附近に建設する

ことにし，その敷地としては．第1院補地：千葉県稲毛附

近，第2候補地‥千葉県船橋附近，第3候補地‥神奈川県

三柿郡武山附近があげられた。これに基づいて検討を加え

た結果，第2候補地の船橋附近と決定し，これに要する予

算1，152，720円の支出が同年2月17日に決裁された○

装備する無線電信装置は，当時最新鋭と見られていたド

イツのテレ7ソケン会社製の訪OkVA麟蔵火花式送信機を

採用することに決まり，1913年5月12日には下記の価格で

ジーメソス・シュッケルト会社に発注された。

大型無線電信放附属諾磯枕一式共1組　500，000円

大型無線電信塔附属装置一式共1組　128，000円

現場建設費　　　　　　　　　　　　112，000円

合計　740，000円

1913年10月には船橋海軍無線電信所建設の起工式が挙行

され，1914年1月の山本内閣総辞職にまで発展したジーメ

ソス串件が発生したにもかかわらず，エ舶i順調に進めら

れた。．しかし．第1次世界大戦当初の作戦指令にはこの無

線塔が完成せず，間に合わなかった。

●…第1次世界大戦の勃発

1914年6月28日，オーストリ7・ハンガリーの7ェルジ

ナソr大公およびその妃が，ボスニア州の首府サライェグ

ォ市において，セルビアの青年プリンチプによって暗殺さ

れる姉件が発生した。加悪者のプリンナプは，セルビアの

主として青年将校によって組持されていた秘密結社である

「無手抱」（1911年5月に，テロ行九を手段として全セルビア

民族の統合および大セルビア国の梨現を目的として組托された）

に民していたことが判別した。

このため，オーストリア‥、ソガリーはこの瑚件は犯人

の単独行為ではなく，その背紋にセルビア政府の陰謀があ

ると断定し，オーストリア外相ベルヒトールは，セルビア

に対して7月23日に屯後通牒を発し，48時間以内にセルビ
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16駆逐隊（海臥山風）および巡洋艦浅間（9・855トソ）で摘

遭支隊（司令官　山監他人中将トを編成し・9月中軸こ構須

廿を出航して－1・リ7ナ，カロリン，「′一一シ十ル群島方面の

索敵を粟施した，

その後，英国の要望により当時盛んに実施されていたナ

丁ストラリア節のヨーロッパ沢追捕送の安全を計ることに

なり，薩摩（戦艦＝19，370け）．平戸，矢矧（いずれも軽巡洋

艇で各5．000トン）から成る第2両迫支隊を編成し，マラッ

ヵ海におけるオーストラリア航路の育成と安全のために行

動した。この時点で．先に派過されていた南追支隊は第1

両迫支隊と改称された。

両支隊の任掛は，頂西太平洋の戦鶴的要地を占鎖して根

拠地を作り，おもむろにドイツ艦隊を索敵することになり・

10月中旬までにヤルート，クサイエ，ボナべ，トラック，

サイパン，ヤップ，パラオ，アンカ■ウルなどの旧ドイツ硫

南掛群島の諸島を占領した。

1919年のヴェルサイユ粂和こより．これらの諸群島は日

本の委任統治福となり，第2次世界大戦終結まで掛、た0

当時海軍の艦船の多くは，搭載無線兵器として送信既は

2年式送信較（大正2年式＝1913年），受信掛王道式受信践

（明治43年式；1910年）を捗っ

遠く赤道付近で行動する第1

‾三溝とこれらの機器では，

横窮鼠鎮守府との直

接交信は思いも寄らなかったので，無線中継艦として軍艦

香取（戦艦：15，950け）が山屋艦隊行動中の1914年9月か

ら約5カ月間，サイパン島付近を掛モ行動させられた○

このように第1次世界大戦の初期においては，陸上無線

電信所の送信能力が十分でなかったので，無線通信上支障

があり，送受信能力向上の必要性が痛感され，建設中の船

橋無線電信所の竣工が待ち望まれたのであった。

●…船橋海軍無線電信所の設置

海軍が計画した大規模無線電信所網の中核として，最初

に計画着手された船橋毎叩無償電信所は，1913年（大正2

年）10月に起工され，ジーメンス・シュッケルト全社に発

注していたテレフソケソ姐250kVA瞬滅火花式送信機も到

着して，テレフソケン社技師の指蜘こより組立が進められ

ていた。

しかし，1914年8月23日に日独間の国交が断絶すると，

ドイツ人技師は急遽帰国することになった。その際に，ド

イツ人技師は夜中密かに開院図面など一切を焼却して，帰

国した。

その時には高さ2仰mの主塔の土台しかまだできあがっ

つ．、なく，送信協も部分品もまだ兢み上げてあるままであ

った。

200mの鉄塔を図面なしで組立てて建設することは，今

までこのような高い鉄塔の建設を経放したことのない技術

者達にとっては相当に困難な仕事であった。また，送信故

も25kVA（2年式送信機）くらいまでの経鉄はあったが，

10陰の250kVAというような大電力は初めてであり，しか

も組立図も説明盟もなしということで，その組立には非常

な苦心をすることになる。

鉄塔は，海軍造兵廠製造部の部員海軍技師　大石鋏吉と

海軍造兵大尉　深井宗吾の両名が主担当となり，献身的努

力の狛こ組立を完成した。拙こ深井造兵大尉は自ら進んで

この高塔に盗り，工事の監督に当った。

送信掛は，当時プラソスに出張中であった海軍造兵大尉

箕厚地を開戦と同時に帰国させて，その組立工制こ当ら

せた。彼は1914年12月から組立工事に着手して，苦心惨憺

の末，翌1915年4月にはこれを完成させた。

1915年4月に海軍大臣　八代六郎臨席の下に船橋海軍無

線電信所の開所式が孝行されて，大臣はこの困難な大工事

に対する努力をねぎらい，その成功を首謀したのであった○

無線電信所の初代所長には，海軍少佐　徳田伊之助が任

命された。早速通信試験を開始するとともに，全般的な整

備を進めて，7月には船橋とハワイのカ7ク（Kahuku：

21。35′N，158。00′W）問の掛吉試雲剣こ成功し，8月から正式

の軍用通信が開始された。

船橋海軍無線電信所は，中央無線電信所として海上部臥

溝口海軍無線混信所，佐世保海軍無線電信所などと直接通

信をすることになり，海軍省との通信連絡は有線電信およ

び電話によって行われた。

当時，ドイツのナウエソ局（250kVA）は世界荘強を誇っ

ていたが，これと同電力の局が日本にできて，「日本のロ」

として世界地軌こ船橋の地名が記入されることになった。

その後もたびたび改装を行って，東洋における船橋無線局

の偉容は相当長い間続いたのであった。

船橋無線電信所は，海軍の部内通信の外に新開放送を19

15年8月から始めた。これは．毎朝電信所長の机の上に積

まれた各新聞から，所長が適当と思ったものを遥択抜葦し

て，本土を離れた艦船に対して放送したもので，各艦船で

は非常に東宝がら九，好評であった0また，遠隔地に碇泊

中の艦船は，在留邦人にこの故国のニュースを知らせたた

め，在留邦人からは多くの感謝が寄せられた。しかし，新

聞通信社からは営業妨害だとして抗議があったが，この新

開敬送は船矯無韓電信所の花信龍力試論を目的として，長

い間続けられた。

以上のように船橋海軍無線電信所は，第1次世界大戦中

に竣工し，当時繁忙を極めた海軍の通信に役立ったもので

あったが，これを逓信省に貸して叫舷の通信業務も取扱う

ことになり，1916年9月21日に船橋無紋電信局が同所に併

設された。

これより先，1915年7月以来数次の試論を経て．1916年

11月16日に天皇陛下と米国大洗償ウイルソンとの間に祝電

が交換されハワイ・カ7ク局との問に日米無線花信業蘭

が開始されることになった。

（5）第1次世界大戦後における無線の動向

1916年頃までの無線送信装掛は瞬拭火花式であったが，

1917年頃からは不衰滅電波（ContinuousW郡毎）発生の諸

方式である電弧式，高周波発電機式および真空管式が実用
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欧米の無線界で盛んに行わ九ているのは，詩人軽線が放

W岸壁の臨めて小規模の短波無視で，夜中ではあるが極め

て遠拒艶　数1，000浬の通信を行っていることで，その接

続方式はいろいろあるがノニー式は拉めて嗣単で，誰でも

直に製作できる。これは第人無線として任用を許された周

波汝滝闇が極限されたたふう，苦しまざれに訳開拓の周波数

を探した結果でもある。轟人無線家が夜中キーを叩いて，

「誰かこの電波を受信した人は返粥を貰いたい。当方フラ

ンスの何の誰」と放送すると．翌晩あたりに，「昨夜君の

電淀を受信した。当方オーストラリアの何の誰である」と

か，または「米国の誰である」とかいう風に思いがけない

方面から返串がくるのが，一般の興味を呼んで，次第に流

行している。

この視禦談は連合震隊の無紋銅品岩を刺激し，当時連合

艦隊の通信参謀海軍少佐　青柳宗正，酎2艦隊の通信参謀

海軍少佐　妹尾知之は盛んに艦隊の短波熱をあおり，短波

通信の突放を促進した。すなわち，第1，第2監隊旗藍，

その他小数のものは櫨めて簡単なメニー式のノミラック・セ

ットを自作して，教えられた通り電淀を発射したが，実際

の通にに的霊を与える恐れがあるので，主として遠距離受

常に努朽た結果，欧米などの短波を聴取することがてき，

送にはここiLを蛙陀告示に発表し，昨夜の受信適業帥J通，最

大遠氾宍帥Jl，000浬などと各藍が競って吹庇するようにな

った。このようにして，海軍の全般にわたって蕾；品を使っ

て短波安†討性を自作し，遠距離受信を競争的に行うように

なっていった。

●＝・5DOw短波送信穂の運用

当時，海軍は電球式送受信機を長波と中波の電信および

中波の電話に控用し，その改良に努めていたが，この短波

の乾くべき過†封生能を実地で知り，また海外での実状を知

ることになった。しかし，鑑政本部．技術研究所などの兵

器製作を担当する部所では，直ちにこれを兵器化して全海

軍に使用させるというところまではいかず，もっはら短波

の研究に専念していた。

そうしているうちに出力500117の短波送信接の試作が完

成したので，これを船橋送信所に装備し，1925年（大正14

年）6月17日に30mと50mで送信実験を行った。

佐世毘軍港在泊中の特務患佐多と．寺島水道に仮泊中の

軍艦金剛（巡洋散在：27，500トン）とを相手に通信試誤を行

った結果，確実に通信を実施することができた。

6月29日には佐伯湾在泊中の軍艦山城（敏捷‥31．000トン），

呉軍港在泊中の軍佐陸奥（戦艦：34．116トン），有明湾在泊中

の軍艦金剛を相手に通信実験を行い，前回よりも一層良好

な成績が得られた。また，7月1日と13日には前回と同様

な送信を行い，佐世保無綬竃†言所，呉無線電信風早軍捲

在泊中の軍艦陸奥，佐伯湾在泊中の軍艦山城を相手に通信

実験を行って良好な成続を収め，短波の伝搬に関する重要

な資料が得られた。

そこで，短波通信を進展させるため，次の諸問題につい
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て主として研究されることになった。

7・送受信機の問題＝作動安定で音色良好な送†詔乱　なら

びに送信電力の増大。作動安定で感空良好，選択度良好

な受信隣。特に海軍用としてほ，送受闘桟とも取扱簡胎

で，耐震性，耐熱性，耐湿性に富むこと。

ィ．電波伝籍に関する問題：短波が遠方に到達する事実を

説明するためには，電鍵層の存在を仮定しなければなら

ず，ニコルス，シニリングなどの学者が電波伝搬の理論

を述べているが，実用上参考とするにはかなりの閃きが

あり，短波通信を確実に遂行するには星夜，四季に分け

て電波伝殿上の資料を実験で求めること。

ウ．空中舘の尾張に関する問題：従来の長波における空中

線とは全然兵なる姿態をもって短波空中掛は動作するも

のであり，特に指向性短法空中線の改良。

これら重要で即決田難な数多くの研究問題を造兵大尉

谷恵吾郎が担当していたれ　短波の応用が次第に進展する

とともに，研究の抱囲がますます拡大するので，海軍大尉

浜野　力が夏信閑床の研究を分担して，短波の実用化を促

進することになった，

●・・・太平洋横断短波電波伝搬実額

1925年8月に，米国カリフォルニア州の連邦加入75周年

祭に対して，儀礼窪として軍艦多摩（軽巡：5，500トン）を

サンプラソシスコに派遣することになり，同艦の太平洋航

行中に内地と短波無線実験を行うことに決まった。

駐日米国大淀バンクロフトが東京で逝去したので，多雌

はその遺骸を謹送する任務をも兼ねることになり，予定よ

り出発を繰り上げて，8月6日午後3時，横浜港を出帆す

ることになった。そのため，実験禁圧の組立据付は昼夜兼

行で行われ，ようやく間に合わせることができた。

実験は5001Ⅴ短波送信接と短波受信機を軍艦多摩と海軍

省内の東京無線電信所および海軍技術研究所の3個所に装

備し，各所とも送信波長は50m付近と30m付近との2波を

選定して，相互に送受信を行うことにした。

軍艦多輝の艦長は海軍大佐　出光万兵衝（海軍過信界の功

労者），通信長は海軍大尉　野村留吉（海軍大学校の選科学生と

して特に無線過信を軍攻した宕）で，この通信試験にとって極

めて適任であり，題訟相手の実験としては比朋のない陵罪

でしかも信煩性のある成抗が得られた。

拭訴出港以来，天険は終始快晴で波浪もほとんどない平

穏な航海であった。軍艦多摩は所定の方式にしたがい，裏

京無緩電信所および技術研究所とのほかに，連合艦隊の指

定艦鬼怒（軽巡＝5，570トン）と交信しつつ太平洋を構断し，

オ77島のホノルルに到着するまではとにかく通信連結は

可能であった（もちろん交信時問は夜間が多かった）。オ77島

出港後は夜間受信は相当田邦となり，サソフランシスコ付

近になったときはほとんど受信不可能となってしまった。

多輝のロスアソゼルス在泊中に，偶矧こも受信故の研究

に興味をもっている米国人と野村通信兵が知り合いにな

り，この米国人の研究成果より帖示を得て藍内で受信装置

』





岡田啓介を特命検閲班とする特命検閲が海軍技術研究所に

対して行われた際に，研究実畝の成節現著なものとして，

この拉波通信装任に関する研究が，他の2写相の研究と二代

に推賞された。
一方藍船用短波送信掛ま，担当の池谷技師が一時掃射こ

なったため，その進展が遅れたが，鑓式．（紀元2588年式：昭

和3年）短4号送信機および89式短5号送信塩が自助式短

波送信機の改良型として設計製造され，15式（大正15年式

＝紀元2586年）4号および同5号送信機の換装用として各

艦紬こ装備実用されることになった。また，安倍機も15式

を改良した89式（昭和′l年式）短受信機が製造されて各監

掛こ装備されたので，艦隊における短波通信も次第に確実

性を増すようになった。

1924年末に谷造兵大尉が短波の応用として若手した隊内

佃良通信機は，その後遠距離通信用として短波の研究が進

められたため，その蔭にかくされてかえりみられなかった

が，1929年（昭和4年）頃から・海軍技師　淡近赴夫が超

短波を利用してこの隊内無線通信機の研究を始め・速に90

式無線電話機を開発製作して，1931年頃から実用に供され

るようになった。

●…艦隊通信に短波の全面採用

東京海軍無線電信所を中心とする主無線通信系には短波

装置が早掛こ採用され，相当の成果を収めていたことは今

までにも述べたが，艦隊通信における短波の実用は思いの

ほか遅れていた。

その原田として考えられるものは，次のとおりである0

ァ．鮭船装備の特異性に対する技術的研究実験に時日を要

したこと。

ィ，短波通信の特質を用兵著に埋郎体得させるまでに相当

手間どったこと。

ウ．艦隊の集結性から，短波通信の特設を活用する部緋の

横会が少なかったこと。

なお，艦隊通信において短波の普及状況を時代別に考察

すると，

7．1925年から1929年までの短波実験時代

ィ．1930年から1933年までの長短丙波混用時代

ウ．1934年以降の短波重用時代

と区分することができる。

短波出現の当初は艦隊でも好奇心が手伝い，自作の装置

を伐って短波通信突険を行ったが，いつしかその短波熱も

冷めて，制式兵器の装旅された1929年までの短波実験時代

には，艦隊から短波使用に対する石垣拍な意見は出てこな

かった。

1929年末に，技術会誠第3分科会雛1特別委員会が召兆

されて，委員長　海軍少将　西崎勝之司会の下に，海軍艦

政本部，軍令部，開局，教育局，連合艦隊，溢血雷学

校，海軍技術研究所，東京海軍無線電信所から委員および

閏院主覇者が参列して短波の技用について協議された。

その結軋　矩披無線電†言機の大道距甜巨油に用および長波

の補助用としての共用仙値を認め，短波通信系を確立する

要ありとして，短波送信機の艦船装備標準が決誠された0

この会誠は，短波長波混用時代の口火を射ったものであ

った。こうして短波長波混用時代に入ったが，1930年および

1931年は艦隊においては短波はあまり重用され■なかった0

それは，艦隊の各藍はいずれも長波送信駿の使用に償熟

し，通信も小刻みにする方が確実であるとの考えがまん延

していて，遠距離直接通信を行う儀会が少なかったことな

どからせあった。また，当時塩船装備短波送信機の周波数

転換が迅速にできないために，短波通信は妨碧されやすい

という戦術的な配慮から，短波選†封藁の使用が意外と少な

ぐ⊂∴東京無紋電信所とのl7月の主過一言系のみで行われ，そ

の他は教練通信に虻われる程度に過ぎない状況であった。

1932年には短波使用の回数も多くなったが，その半面短

波送信横の波長変動の欠点，波長転換の困難などが指摘さ

れ，これらの改良が切望されるようになって短波通信に対

する関心が高まってきた。

1933年，南洋群島海面に：机、て特別大日偶が実施された

際に，同方面特有の汲烈な空電中の通信は拉めて短距雅で

も長波ではほとんど不可能であり，演習の進行を左右する

星章通信の不適があって，鳥海事件として知られている問

題が生起したため，海軍全般が短波通信i・こ異常な関心を寄

せるようになった。

抑こ各級指抑官は，其剣に短波通信装置の整備の必要性

と緊急事であることを強調したので，これを親機として艦

隊通信は短主長従に方向転換をし，艦船無線兵装標準はこ

の方針に従って改正された。

このような経過をたどって，1934年から短波塩用時代に

入ったのである。

海軍用短波送†封削エ1号より5号まで5岨斯あり，1号

は5kW，2号は2kW，3号は1klV，4号は500W，5

号は250Wの出力を有するものと定められていたゥ

また，電源として用いられていた付属謁動充電横の力丑

は，大体送信機出力の約2倍を定格値としていた。

海軍では，長波送信機の電力土その使用電源である電動

発電機の出力何kW，すなわち送信潰入力をその送信機の

力丑としていた。しかし，新採用兵器である短波送信機

は，上述のように出力で表し，以後すべての送信掛は出力

で表示されるようになった。
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